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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年11月13日(2014.11.13)

【公表番号】特表2010-515795(P2010-515795A)
【公表日】平成22年5月13日(2010.5.13)
【年通号数】公開・登録公報2010-019
【出願番号】特願2009-545156(P2009-545156)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/48     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/42     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/48    　　　Ｆ
   Ｃ０８Ｇ  18/00    　　　Ｈ
   Ｃ０８Ｇ  18/42    　　　Ｆ
   Ｃ０８Ｇ  18/18    　　　　
   Ｃ０８Ｇ 101:00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年9月29日(2014.9.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）イソシアネートと、
　ｂ）イソシアネートに対して反応性である基を有する化合物、
　ｃ）水を含む発泡剤、
　ｄ）少なくとも２種の異なる第三級アミンを含む触媒混合物、及び、
　ｅ）適宜、更なる添加剤、
　とを混合し、この反応混合物を補強材に塗布し、該反応混合物を硬化させることによっ
て得られる補強材を含む硬質ポリウレタンフォーム（但し、補強材を除いたポリウレタン
フォームの平均密度が５０～２００ｇ／ｌである）であって、
　イソシアネート（ａ）は、２５℃における粘度が５００ｍＰａｓ未満であり、
　イソシアネートに対して反応性である基を有する成分（ｂ）は、官能価が４以上であり
且つ２５℃における粘度が１００００ｍＰａｓ以下であるポリエーテルオール（ｂ１）と
、官能価が３以下であり且つ２５℃における粘度が５００ｍＰａｓ以下であるポリエーテ
ルオール（ｂ２）とを含むことを特徴とする硬質ポリウレタンフォーム。
【請求項２】
　ポリエーテルオール（ｂ２）の２５℃における粘度が、３００ｍＰａｓ以下であること
を特徴とする請求項１に記載の硬質ポリウレタンフォーム。
【請求項３】
　ポリエーテルオール（ｂ１）の割合が、成分（ｂ１）と（ｂ２）の合計質量に対して、
３０～８０質量％であることを特徴とする請求項１又は２に記載の硬質ポリウレタンフォ
ーム。
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【請求項４】
　ポリエーテルオール（ｂ２）を、二官能性出発分子のみから生成することを特徴とする
請求項１～３の何れか１項に記載の硬質ポリウレタンフォーム。
【請求項５】
　（ｂ）イソシアネートに対して反応性である基を有する化合物が、（ｂ３）２５℃にお
ける粘度が２０００ｍＰａｓ以下であるポリエステルオールを更に含むことを特徴とする
請求項１～４の何れか１項に記載の硬質ポリウレタンフォーム。
【請求項６】
　イソシアネートに対して反応性である基を有する化合物（ｂ）中のポリエーテルオール
（ｂ１）、（ｂ２）及び存在する場合には（ｂ３）の割合が、イソシアネートに対して反
応性である基を有する化合物（ｂ）の合計質量に対して、少なくとも８０質量％であるこ
とを特徴とする請求項１～５の何れか１項に記載の硬質ポリウレタンフォーム。
【請求項７】
　イソシアネートに対して反応性である基を有する化合物（ｂ）中のポリエーテルオール
（ｂ１）、（ｂ２）及び存在する場合には（ｂ３）の割合が、イソシアネートに対して反
応性である基を有する化合物（ｂ）の合計質量に対して、１００質量％であることを特徴
とする請求項６に記載の硬質ポリウレタンフォーム。
【請求項８】
　触媒混合物（ｄ）が、ジメチルシクロヘキシルアミン（ｄ１）と二環式アミン（ｄ２）
、又は、ジメチルシクロヘキシルアミン（ｄ１）と単環式アミン（ｄ３）を含むことを特
徴とする請求項１～７の何れか１項に記載の硬質ポリウレタンフォーム。
【請求項９】
　ジメチルシクロヘキシルアミン（ｄ１）と二環式アミン（ｄ２）、又は、ジメチルシク
ロヘキシルアミン（ｄ１）と単環式アミン（ｄ３）の比が、０．２～４：１であることを
特徴とする請求項８に記載の硬質ポリウレタンフォーム。
【請求項１０】
　ジメチルシクロヘキシルアミン（ｄ１）と二環式アミン（ｄ２）、又は、ジメチルシク
ロヘキシルアミン（ｄ１）と単環式アミン（ｄ３）の比が、０．５～１．５：１であるこ
とを特徴とする請求項９に記載の硬質ポリウレタンフォーム。
【請求項１１】
　イソシアネート（ａ）は、２５℃における粘度が３５０ｍＰａｓ未満であることを特徴
とする請求項１～１０の何れか１項に記載の硬質ポリウレタンフォーム。
【請求項１２】
　水が唯一の発泡剤である請求項１～１１の何れか１項に記載の硬質ポリウレタンフォー
ム。
【請求項１３】
　補強材を除くポリウレタンフォームの平均密度が、８０～１２０ｇ／ｌである請求項１
～１２の何れか１項に記載の硬質ポリウレタンフォーム。
【請求項１４】
　補強材が、ガラス繊維マットである請求項１～１３の何れか１項に記載の硬質ポリウレ
タンフォーム。
【請求項１５】
　イソシアネート指数が、１００～４００の範囲である請求項１～１４の何れか１項に記
載の硬質ポリウレタンフォーム。
【請求項１６】
　ａ）イソシアネートと、
　ｂ）イソシアネートに対して反応性である基を有する化合物、
　ｃ）水を含む発泡剤、
　ｄ）少なくとも２種の異なる第三級アミンを含む触媒混合物、及び、
　ｅ）適宜、更なる添加剤、
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　とを混合して反応混合物を生成し、該反応混合物を補強材に塗布し、これを硬化させて
ポリウレタンフォームを生成する工程を含む補強材を含む硬質ポリウレタンフォーム（但
し、補強材を除いたポリウレタンフォームの平均密度が５０～２００ｇ／ｌである）の製
造方法であって、
　イソシアネート（ａ）は、２５℃における粘度が５００ｍＰａｓ未満であり、
イソシアネートに対して反応性である基を有する成分（ｂ）は、官能価が４以上であり且
つ２５℃における粘度が１００００ｍＰａｓ以下であるポリエーテルオール（ｂ１）と、
官能価が３以下であり且つ２５℃における粘度が５００ｍＰａｓ以下であるポリエーテル
オール（ｂ２）とを含むことを特徴とする硬質ポリウレタンフォームの製造方法。
【請求項１７】
　補強材を含む硬質フォームを、ベルト上で連続的に製造することを特徴とする請求項１
６に記載の方法。
【請求項１８】
　初めに補強材をベルト上に連続的に供給し、次いで反応混合物を補強材に連続的に供給
することを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　船内の液化天然ガスタンクの断熱のための請求項１～１５の何れか１項に記載の硬質ポ
リウレタンフォームの使用方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　触媒（ｄ）として、イソシアネート－水反応又はイソシアネート－ポリオール反応を促
進させる少なくとも１種の第三級アミンを含む混合物を使用する。このような触媒は、例
えば、非特許文献１に記載されている。これらの第三級アミンは、通常は、イソシアネー
トに対して反応性である基、例えばＯＨ、ＮＨ又はＮＨ2基を有することもできる化合物
である。最もよく使用される触媒には、ビス（２－ジメチルアミノエチル）エーテル、Ｎ
，Ｎ，Ｎ，Ｎ，Ｎ－ペンタメチルジエチレントリアミン、ジメチルシクロヘキシルアミン
、ジメチルベンジルアミン、トリエチルアミン、トリエチレンジアミン、ペンタメチルジ
プロピレントリアミン、ジメチルエタノールアミン、Ｎ－メチルイミダゾール、Ｎ－エチ
ルイミダゾール、テトラメチルヘキサメチレンジアミン、トリスジメチルアミノプロピル
ヘキサヒドロトリアジン、ジメチルアミノプロピルアミン、Ｎ－エチルモルホリン、ジア
ザビシクロウンデセン及びジアザビシクロノネンがある。触媒（ｄ）として少なくとも２
種の異なる第三級アミンを含む混合物を使用することが好ましい。触媒混合物（ｄ）は、
特に好ましくは、ジメチルシクロヘキシルアミン（ｄ１）と二環式アミン（ｄ２）又はジ
メチルシクロヘキシルアミン（ｄ１）と単環式アミン（ｄ３）を含む。ここで、ジメチル
シクロヘキシルアミン（ｄ１）と二環式アミン（ｄ２）又はジメチルシクロヘキシルアミ
ン（ｄ１）と単環式アミン（ｄ３）の比は、好ましくは０．２～４：１、特に好ましくは
０．５～１．５：１である。環状アミン（ｄ２）及び（ｄ３）は、上述した環状アミンか
ら選択されることが好ましい。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　この場合、以下の出発物質を使用した。
　ポリオール１：ソルビトールを基礎とするポリエーテルオール（官能価＝５、ＯＨ価＝
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５００ｍｇＫＯＨ／ｇ、粘度＝２２０００ｍＰａｓ）
　ポリオール２：糖を基礎とし、共に開始されるポリエーテルオール（官能価＝４．４、
ＯＨ価＝５００ｍｇＫＯＨ／ｇ、粘度８０００ｍＰａｓ）
　ポリオール３：プロピレングリコールを基礎とするポリエーテルオール（官能価＝２、
ＯＨ価１００ｍｇＫＯＨ／ｇ、粘度１５０ｍＰａｓ）
　ポリオール４：グリセロールを基礎とするポリエーテルオール（官能価＝３、ＯＨ価＝
４００ｍｇＫＯＨ／ｇ、粘度＝３７０ｍＰａｓ）
　ポリオール５：ソルビトールを基礎とし、共に開始されるポリエーテルオール（官能価
＝４．２、ＯＨ価＝４９０ｍｇＫＯＨ／ｇ、粘度＝５０００ｍＰａｓ）
　ポリオール６：グリセロールを基礎とするポリエーテルオール（官能価＝３、ＯＨ価＝
２５０ｍｇＫＯＨ／ｇ、粘度＝３００ｍＰａｓ）
　ポリオール７：無水フタル酸を基礎とするポリエステルオール（官能価＝２、ＯＨ価＝
２４０ｍｇＫＯＨ／ｇ、粘度＝３０００ｍＰａｓ）
（粘度の数値はそれぞれ２５℃における粘度である。）
　イソシアネート１：ポリメリックメチレンジ（フェニルイソシアネート）（ＰＭＤＩ）
（粘度＝２００ｍＰａｓ（Lupranat M 20 S BASF AG社製））
　イソシアネート２：ポリメリックメチレンジ（フェニルイソシアネート）（ＰＭＤＩ）
（粘度＝５００ｍＰａｓ（Lupranat M 50 S BASF AG社製））

　触媒１：ジメチルシクロヘキシルアミン
　触媒２：二環式アミン（ジアザビシクロウンデセン）
　触媒３：単環式アミン（Ｎ－メチルイミダゾール）
　触媒４：非環状アミン（Ｎ，Ｎ，Ｎ，Ｎ，Ｎ－ペンタメチルジエチレントリアミン）
　触媒５：ジブチルスズジラウレートとオクタン酸カリウムの混合物

　添加剤１：リン含有難燃剤

　安定剤１：シリコーン含有フォーム安定剤

　発泡剤１：水（６０％）とジプロピレングリコール（４０％）の混合物。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６６】
　本発明の硬質ポリウレタンフォームは、特に、良好な又は極めて良好なフォームの品質
と短い浸透時間と共に、高いせん断強度を示していることが分かる。また、本発明の硬質
ポリウレタンフォームのＣＳＭ層の間隔の標準偏差は、比較実験のフォームのものよりも
低い。実施例５と比較例４を比較すると、スズ触媒とオクタン酸カリウムに基づく触媒系
の代わりにアミン触媒を使用した場合には、熱伝導率及びＣＳＭ層の間隔の標準偏差が著
しく改善することと、クリーム時間及び温度上昇の開始までの時間が増加することを特に
示している。
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